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研究成果の概要（和文）：本研究は今までの関連研究で対応しなかった画像・ビデオの意味の曖

昧さと人間のそれに対する解釈の多義さがあらかじめに定義したドメイン/カテゴリーに対する

連想値で反映され、semantic tolerance relation model で表現することを検討した。さらに、

その構築した semantic tolerance relation model をドメイン/カテゴリーに対する連想値の計

算に導入し、画像/ビデオの意味に基づく自動注釈に活用した。semantic tolerance relation 

model の導入が画像/ビデオの意味による検索性能の改良に役に立ったことが分散ユーザによる

検索結果により検証した。 

 

 
研究成果の概要（英文）：For embodying the ambiguity and diversity of image/videos’ 
semantics, the semantic tolerance relation model (STRM) is established. On the basis of 
it, meanings of image/videos are represented by the associative values with defined 
domains/categories. Further, the method of calculating the associative values combined 
with the STRM is proposed, and an associative values-based image/videos’ retrieval 
system toward subjects distributed users is constructed and implemented. The retrieval 
results made by some show the effectiveness and efficiency of the proposed method compared 
with those without conducting the STRM.  
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１．研究開始当初の背景 

今の IT 社会において、機械情報を作成、

伝達、蓄積する装置の異常なほどの発達によ

り、我々は、機械情報の洪水に溺れてしまう

一方で、価値が高いメディア・データは有効

に利用されないままで放置されている。従っ

て、情報洪水を防ぐとともに、コンテンツ資

源を有効利用するために、メディア・データ

の有効な蓄積及び検索方法の研究はとても

重要である。 

メディア・データの検索技術について、今

まで検索手法により次のような分類があっ

た。「ターゲット検索」ではユーザが特定の

ターゲットにメディア・データを見つけよう

とする。「カテゴリー検索」ではユーザが一

般的なカテゴリーから一つ以上のメディ

ア・データを捜す。「open-ended browsing」

では、ユーザが探しているものについてのた

だ漠然とした考えである。「感性検索」はユ

ーザが入力した印象語などにより一つ以上

のメディア・データを提供する。しかし、こ

れらの方法では、画像/ビデオの特性である

意味の曖昧さと人間のそれに対する解釈の

多義さはまだうまく反映されていない。そし

て、大規模なメディア・データ検索のために、

以下の問題がまだ解決されていない。 

(1) 画像/ビデオの意味の曖昧さに対応でき

るカテゴリーのシステム的な定義及び

それに基づく画像/ビデオの自動登録； 

(2) ユーザの画像/ビデオに対する解釈の多

義性とシステムの計算性能間のギャッ

プの埋め; 

(3) ユーザからの質問に含む多様な認知基

準の感知； 

(4) 大規模な自動登録と柔軟的な検索手法

の実現； 

本研究は主に自動注釈ための画像/ビデオか

らコンテンツ表現データベースを生成する

ときに生じる問題（1）と問題（2）の解決及

び、利用者の意味に対す解釈基準の多様性に

よる問題（3）と問題（4）の解決を目指す。 

 

 

２．研究の目的 

(1) 画像/ビデオの特性である意味の曖昧さ

と人間のそれに対する解釈の多義さをうま

く反映できるカテゴリーをシステム的に定

義する方法を検討し、カテゴリーの間には関

連性が付けられる。さらに、その関連性に対

する最適な計測手法を究明する。さらに、そ

れに基づいて、各カテゴリー間の関係を表明

できる semantic tolerance relation model

を構築する。 

(2) 人間の画像/ビデオに対する解釈の多義

さにより、新たにドメインやカテゴリーを追

加、削除する要求が生じると考える。そのた

めに、ドメインやカテゴリーの追加、削除に

伴う semantic tolerance relation model の

再構築手法及びその手法の有効性ともたら

す影響を究明する。さらに、画像/ビデオを

うまく表現できるドメインやカテゴリーの

数の限界を究明する。 

(3) 画像/ビデオを意味に基づき自動注釈す

るための画像/ビデオの有効表現手法とその

実現方法を検討する。それにより人間にとっ

て自然的な検索方式を実現する。 

(4) 分散ネットワークを用いたコンテンツ

共有システムの導入を検討する。Prototype

の運行により、上述の考案した方法は大規模

画像/ビデオの自動登録及び柔軟検索に有効

することを検証する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．研究の方法 

本研究の仕組みが Fig.1のようになっている。

主に下記の研究を行う。 

 

Fig.1 研究の仕組み 

 

(1) 前処理過程では同じドメインのカテゴ

リー間の intra-associationと違うドメイン

のクラス間の inter-associationの自動計測

手法を検討することと、各クラス間の関係を

表明できる semantic tolerance relation 

model の構築を行う。 

(2) 画像/ビデオの意味に基づきの自動注釈

ための有効表現手法とその実現方法を検討

する。 

(3) 人間にとって自然的な検索方式を確立

する。つまり、異なるドメインのカテゴリー

に自由にアクセスでき、そして、多様な質問

の組み合わせによりふさわしい画像を簡単

に検索できる仕組みを確立する。 

(4) 画像/ビデオの意味によるコンテンツ表

現データベースのデータ構造を確立する。 

(5) ユーザの多様質問及びそれに対する検

索基準を感知できるも feedbackシュールと、

多様基準を反映できる知識-感性データベー

スの構成方式を検討する。 

(6) 上述の一連の研究をまとめ、prototype

システムの構築を検討する。分散ネットワー

クを用いたコンテンツ共有システムの導入 

も検討する。 

(7) prototype の実装により、システムの性

能を評価する。 

 
 
 
 

４．研究成果 

(1) 本研究は画像・ビデオの意味の曖昧さと

人間がそれに対する解釈の多義さをうまく

反映できるために、画像・ビデオの意味はあ

らかじめに設定したドメイン/カテゴリーと

の連想値によるデータ構造で表現すると提

案した。さらに、語彙の典型関係を参考す

る上で、各カテゴリー間の関係を表明できる

semantic tolerance relation model を構築

し、その相互関係を数値化する方法を考案し

た。その概念図を Fig.2 のように示した。 

 

Fig.2 モデルの概念図 
 

(2) 人間の画像・ビデオに対する解釈の多義

さにより、新たにドメインカテゴリーを追加、

削除する要求が生じると考える。そのために、

ドメインやカテゴリーの追加、削除に伴う分

類器の再構築を効率的に実現できる手法を

考察し、少量の学習サンプルでクラスを代表

するモデルを構築する方法を検討し、有効性

を検証した。 

(3) ビデオをショットに分割し、そして、シ

ョットを代表するキーフレームを抽出する。

その上で、画像・キーフレームの意味を表現

する有効手法として、あらかじめに設定した

ドメイン/カテゴリーとの連想値により画

像・キーフレームを自動的に登録する実現方

法を検討した。従って、それらの連想値を獲

得するために、カラーと形状特徴に基づく

Bayesian 分類器や画素に基づく双方向連想



記憶を利用し、構築した semantic tolerance 

relation modelにより各カテゴリーに対する

連想値を計算するアルゴリズムを開発した。

さらに、それらのアルゴリズムが自然 vs. 

人口ドメイン、人間 vs. 非人間ドメインと

印象ドメインに関わる 40 個のカテゴリーの

連想値の計算に実装した。表 1にはその定義

した 40 個のカテゴリーを示した。 

 

表 1 定義した 40 個のカテゴリー 

Domains Lexicons 

nature/man-made ground, landscape, flower, tree, 

light, building, sunset, 

restraint, texture_brick, 

texture_wood, texture_paper, 

texture_cloth, food_matierals, 

food, mall, beach, snow_viewing, 

moutain_lake, flower_arrangement, 

interior, street, waterfall, 

mountain, pool, guard, ship, 

board, rocket, brriage, factory 

face/non-face portrait, face, non_face 

impression active, cool, calm, soft, hard, 

grayish, clear 

 

実験結果は semantic tolerance relation 

model の導入がカテゴリーに対する連想値の

計算精度の向上に役に立ったことを示した。

他に、画素に基づく双方向連想記憶がカラー

と形状特徴に基づく Bayesian 分類器より計

算精度が高いかつ実装しやすいということ

は実験結果から分かった。Fig.3 には建物に

対する検索精度を示した。+マーク青い曲線

は semantic tolerance relation model を導

入していない結果である。 
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Fig.3 building に対する検索精度 

 

(4) 上述の成果を基づいて、分散ユーザによ

る分散環境をベースした大規模画像・ビデオ

の意味自動登録と検索システム構築の仕組

みを検討し、その platform を開発した。さ

らに、上述データ構造で得た画像・ビデオの

意味 metadata は画像の意味の曖昧さと解釈

の多義さをうまく反映できることを 5人の被

験者の cross-domain/category query による

画像・ビデオの検索結果により検証した。そ

のうち、5 人の被験者のターゲット画像にお

ける検出率（ターゲット画像の意味を反映す

る画像が検索されたトップ 24 の画像にある

のは検出という）の平均は 82％であり、その

有効性を示した。Fig. 4 は 5 人の被験者によ

る検出率を示した。 
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Fig. 4 被験者による検出率 
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